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令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
議
の
運
営
お
よ
び
諸
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

北
海
道
地
区
で
は
、
地
元
市

町
村
や
関
係
団
体
と
共
に
要
望

し
て
き
た
道
央
圏
連
絡
道
路
の

一
部
で
あ
る
中
樹
林
道
路
お
よ

び
後
志
自
動
車
道
の
仁
木
Ｉ
Ｃ

～
余
市
Ｉ
Ｃ
が
令
和
７
年
３
月

に
開
通
、
道
東
自
動
車
道
の
ト

マ
ム
Ｉ
Ｃ
～
十
勝
清
水
Ｉ
Ｃ
の

一
部
区
間
が
令
和
７
年
11
月
に

４
車
線
で
の
運
用
を
開
始
す
る

な
ど
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
関

係
者
の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
北
海
道
で
は

初
め
て
と
な
る
線
状
降
水
帯
が

発
生
し
、
釧
路
地
方
や
十
勝
地

方
で
記
録
的
な
雨
量
を
観
測
す

る
な
ど
全
道
各
地
で
大
雨
に
よ

る
被
害
が
相
次
い
だ
ほ
か
、
千

島
海
溝
・
日
本
海
溝
周
辺
海
溝

型
地
震
の
発
生
が
切
迫
し
て
お

り
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自

然
災
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
高

規
格
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
極

め
て
重
要
だ
と
再
認
識
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
広
域
分
散
型
の
社
会

を
構
成
す
る
北
海
道
に
お
い
て

高
規
格
道
路
は
、
我
が
国
最
大

の
供
給
力
を
有
す
る
農
林
水
産

業
や
、
自
然
・
文
化
を
活
か
し

た
魅
力
的
で
質
の
高
い
観
光
資

源
と
い
っ
た
北
海
道
な
ら
で
は

の
独
自
性
や
優
位
性
を
活
か
し

な
が
ら
、
我
が
国
の
発
展
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
救
急
搬
送

や
災
害
時
の
緊
急
輸
送
を
担
う

な
ど
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

の
確
保
に
必
要
不
可
欠
な
、
ま

さ
に
「
命
の
み
ち
」
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
早
期
形
成
や
暫
定
２

車
線
区
間
の
４
車
線
化
な
ど
早

期
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
昨
年
５
月
、

７
月
、
11
月
に
は
道
内
各
市
町

村
長
と
と
も
に
関
係
国
会
議
員

を
は
じ
め
、
財
務
省
や
国
土
交

通
省
な
ど
を
訪
れ
、
道
内
の
高

規
格
道
路
に
お
け
る
「
着
手
済

区
間
の
早
期
整
備
や
未
着
手
区

間
の
早
期
着
手
」
に
つ
い
て
、

強
く
訴
え
か
け
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ

ル
、
舗
装
な
ど
と
い
っ
た
道
路

施
設
の
老
朽
化
や
、
冬
期
間
の

厳
し
い
気
象
条
件
に
よ
る
交
通

障
害
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
冬

期
の
降
雨
・
融
雪
に
よ
る
舗
装

損
傷
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
、
北
海
道
の
骨
格
を

形
成
す
る
高
規
格
道
路
か
ら
身

近
な
市
町
村
道
に
至
る
道
路
網

の
整
備
や
老
朽
化
対
策
な
ど
を

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
道
民
が
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
た
め
に
、
令
和
７

年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第

１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計

画
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
必
要

な
道
路
整
備
や
除
排
雪
を
含
む

維
持
管
理
を
長
期
安
定
的
に
進

め
る
た
め
に
、
今
後
の
資
材
価

格
・
人
件
費
高
騰
の
影
響
を
適

切
に
反
映
し
た
予
算
・
財
源
を

通
常
道
路
予
算
と
は
別
枠
で
満

額
確
保
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

引
き
続
き
国
へ
強
く
働
き
か
け

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
道
路
整
備
に
必
要

な
予
算
の
総
額
確
保
に
向
け
、

全
国
道
路
利
用
者
会
議
の
会
員

の
皆
様
と
と
も
に
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き

年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ

り
当
会
議
の
運
営
や
活
動
に
対

し
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
自
民
・
維
新
の
連
立
に

よ
り
高
市
政
権
が
発
足
し
、
３

か
月
に
及
ぶ
政
治
空
白
を
経

て
、
よ
う
や
く
政
治
が
前
へ
進

み
始
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
手

放
し
で
喜
べ
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税

率
の
廃
止
は
、
価
格
高
騰
に
悩

む
地
方
へ
の
一
定
の
支
援
に
な

る
一
方
で
、
年
間
１
・
５
兆
円

の
減
収
を
も
た
ら
し
、
道
路
整

備
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
消
費
税
の
減
額

や
い
わ
ゆ
る
「
１
０
３
万
円
の

壁
」
の
廃
止
な
ど
が
続
け
ば
、

民
主
党
政
権
時
の
よ
う
に
Ｂ
／

Ｃ
の
議
論
や
「
真
に
必
要
な
道

路
」
論
な
ど
が
復
活
し
、
道
路

予
算
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
言
わ

れ
る
な
か
、
先
進
国
の
中
で
、

厳
し
い
経
済
状
況
下
で
も
イ
ン

フ
ラ
投
資
を
抑
制
し
て
き
た
の

は
日
本
く
ら
い
で
あ
り
、
中
国

で
は
日
本
の
８
倍
以
上
の
予
算

で
高
速
道
路
の
延
伸
を
図
っ
て

い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。
私
は
、
ま
さ
に
今
が
正
念

場
で
あ
り
、
逆
戻
り
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
の
安
全
確
保
の
た
め
に

も
、
国
民
の
命
と
く
ら
し
を
守

る
た
め
に
も
、
そ
し
て
未
来
へ

の
投
資
と
し
て
も
道
路
の
整
備

を
積
極
的
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計

画
」
に
基
づ
く
予
算
に
つ
い
て

は
、
資
材
価
格
の
高
騰
等
を
踏

ま
え
、
通
常
予
算
と
は
別
枠
で

必
要
額
を
確
保
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
す
。
同
時
に
、
生

産
性
向
上
に
よ
る
地
域
経
済
の

成
長
を
図
る
た
め
、
平
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
ず
、
人
や
モ
ノ

が
円
滑
か
つ
安
定
し
て
移
動
で

き
る
よ
う
、
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
や

高
規
格
道
路
な
ど
の
広
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
な
ど

の
老
朽
化
対
策
や
交
通
安
全
対

策
、
無
電
柱
化
、
自
転
車
利
用

環
境
の
整
備
に
も
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
を

図
る
た
め
渋
滞
対
策
の
実
施
、

地
域
の
拠
点
と
な
る
「
道
の

駅
」
の
機
能
強
化
に
も
一
層
力

を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

今
後
と
も
、
「
道
は
命
、
道

は
国
の
力
」
と
い
う
現
場
の
切

実
な
声
に
耳
を
傾
け
、
関
東
甲

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
当
会
議

の
運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま

し
て
、
日
頃
か
ら
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
暮
れ
も
押
し
迫
っ
た
12

月
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
議
の
運
営
お
よ
び
諸
活

動
に
つ
き
ま
し
て
、
平
素
か
ら

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
多

大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
４
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ

れ
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
来
場

者
が
訪
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に

閉
幕
を
迎
え
た
こ
と
、
ま
た
、

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

第
24
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
滋
賀
県
に
お
い
て
開
催

道見泰憲
北海道議会議員

北
海
道
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

各
地
区
会
長
年
頭
挨
拶

各
地
区
会
長
年
頭
挨
拶庄子清一

(公社)宮城県トラック協会会長

東
北
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

ぶ
「
小
名
浜
道
路
」
の
全
線
開

通
な
ど
、
こ
れ
ら
道
路
網
の
整

備
に
よ
り
利
便
性
・
安
全
性
が

向
上
し
、
さ
ら
な
る
物
流
の
効

率
化
や
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、

観
光
の
振
興
、
地
域
産
業
の
振

興
な
ど
東
北
地
域
が
活
性
化
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
、
昨
年
１
月
に
埼
玉
県

八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没

事
故
を
受
け
、
計
画
的
な
老
朽

化
対
策
の
重
要
性
を
再
認
識
し

た
ほ
か
、
近
年
、
全
国
的
に
大

雨
や
地
震
な
ど
に
よ
り
多
く
の

自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る

中
、
昨
年
12
月
、
青
森
県
東
方

沖
を
震
源
と
し
た
地
震
の
発
生

に
伴
い
、
東
北
４
県
に
「
北
海

　

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
当
会
議

の
運
営
及
び
諸
活
動
に
つ
き
ま

し
て
、
日
ご
ろ
よ
り
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
宮
城
県
で
は
、
一

般
国
道
４
号
「
箱
堤
交
差
点
」

が
立
体
化
さ
れ
た
ほ
か
、
秋
田

県
で
は
東
北
中
央
自
動
車
道

「
下
院
内
Ｉ
Ｃ
～
雄
勝
こ
ま

ち
Ｉ
Ｃ
」
間
の
開
通
、
山
形
県

で
は
一
般
国
道
３
４
４
号
「
安

田
バ
イ
パ
ス
」
の
全
線
開
通
、

福
島
県
で
は
い
わ
き
市
の
小
名

浜
港
と
常
磐
自
動
車
道
を
結

道
・
三
陸
沖
後
発
地
震
注
意
情

報
」
が
発
表
さ
れ
、
巨
大
地
震

や
津
波
が
発
生
し
た
際
の
初
動

体
制
な
ど
を
再
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
災
害
に
強
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
必
要

性
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し

た
。

　

社
会
資
本
整
備
の
遅
れ
て
い

る
東
北
地
域
に
と
っ
て
は
、
高

規
格
道
路
か
ら
市
町
村
道
の
生

活
道
路
に
至
る
ま
で
、
災
害
に

強
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
道
路
施
設
の
適
正
な
維
持

管
理
及
び
長
寿
命
化
対
策
、
防

雪
・
除
雪
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
冬
期
道
路
交
通
対
策
及
び
交

通
事
故
対
策
な
ど
、
必
要
と
さ

れ
る
事
業
が
重
点
的
か
つ
効
率

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

松田直樹
(一社)滋賀県トラック協会会長

近
畿
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

さ
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
の
熱
戦

が
、
私
た
ち
に
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、
近

畿
地
区
に
お
い
て
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
一
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

道
路
事
業
に
お
い
て
も
、
６

月
に
和
歌
山
県
で
国
道
42
号
冷

水
拡
幅
・
有
田
海
南
道
路
（
下

津
町
小
南
～
冷
水
／
３
・
３

㎞
）
が
開
通
し
、
９
月
に
滋
賀

県
で
国
道
１
６
１
号
湖
西
道

路
（
真
野
～
坂
本
北
／
６
・
６

㎞
）
が
４
車
線
化
で
本
格
運
用

さ
れ
る
な
ど
、
各
地
で
多
く
の

事
業
が
進
展
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
着
実
な
整
備
に
よ
り
、

利
便
性
・
安
全
性
が
向
上
し
、

古口達也
栃木県茂木町長

関
東
甲
信
越
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

さ
ら
な
る
物
流
の
効
率
化
、
交

通
渋
滞
の
緩
和
、
地
域
産
業
お

よ
び
観
光
振
興
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
令
和
７
年
６
月
に

は
、
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施

中
期
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
の
取
組
に
つ
い

て
、
切
れ
目
な
い
推
進
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
日
常
生
活
は
も
と

よ
り
社
会
活
動
や
経
済
活
動
を

支
え
、
災
害
時
に
は
避
難
・
救

援
活
動
や
緊
急
物
資
の
輸
送
に

お
い
て
非
常
に
大
き
な
役
割
を

果
た
す
、
最
も
基
礎
的
か
つ
重

要
な
社
会
基
盤
で
す
。

　

一
方
で
、
気
候
変
動
に
伴
い

青木　均
(一社)愛知県トラック協会会長

中
部
地
区
道
路
利
用
者
会
議
会
長

を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
、

人
的
被
害
に
加
え
て
道
路
や
水

道
管
な
ど
イ
ン
フ
ラ
に
も
被
害

が
出
て
お
り
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
復

旧
に
向
け
努
め
て
お
ら
れ
る
関

係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意
を

表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

道
路
は
、
豊
か
な
生
活
と
活

力
あ
る
地
域
社
会
を
形
成
す
る

と
と
も
に
、
物
流
・
経
済
活
動

を
支
え
る
社
会
基
盤
で
あ
り
、

災
害
時
に
は
、
避
難
活
動
、
救

助
活
動
、
並
び
に
救
援
物
資
輸

送
を
支
え
る
「
命
の
道
」
で
も

あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
我
が
国
に
お
け
る
気

象
災
害
は
激
甚
化
、
頻
発
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
多
重
性
や
代
替

性
を
備
え
た
災
害
に
強
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
改

め
て
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
太
平
洋
側
と
日
本
海

側
及
び
東
日
本
と
西
日
本
を
結

ぶ
中
部
地
区
は
、
モ
ノ
づ
く
り

を
中
心
と
し
た
数
多
く
の
企
業

が
集
積
し
た
、
日
本
の
経
済
成

長
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
地
域
で

あ
り
、
こ
の
地
区
の
物
流
を
支

え
る
広
域
的
な
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
多
く
の
道
路
利
用
者
か
ら

更
な
る
整
備
に
つ
い
て
強
い
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
供
達
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
の
通
学
路
の

交
通
安
全
対
策
の
強
化
・
推
進

は
喫
緊
の
課
題
で
ご
ざ
い
ま
す

し
、
昨
年
１
月
に
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故

を
踏
ま
え
、
道
路
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
向
け
た
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
な
ど
の
老
朽

化
対
策
等
の
推
進
、
経
済
活
動

の
生
産
性
向
上
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
を
図
る
た

め
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
者
目
線
で
の
渋

滞
対
策
の
推
進
、
道
の
駅
な
ど

の
休
憩
施
設
の
機
能
強
化
、
中

継
物
流
拠
点
の
整
備
及
び
交
通

結
節
機
能
の
強
化
な
ど
、
課
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
は
、
昨
年
６

月
に
策
定
さ
れ
た
国
土
強
靱
化

実
施
中
期
計
画
を
踏
ま
え
た
関

係
予
算
を
始
め
と
し
て
、
一
層

の
予
算
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
し
、
資
材
価
格
な
ど
の

上
昇
に
対
応
す
る
中
で
も
必
要

な
道
路
整
備
・
管
理
が
計
画
的

か
つ
長
期
安
定
的
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
新
た
な
財
源
の
創
設

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

道
路
整
備
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
当
会
議
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
中
部
・
北
陸
地
域
の

一
体
的
な
発
展
の
た
め
、
道
路

利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
、
必
要
な
関
係
事
業
予
算

の
獲
得
や
道
路
整
備
財
源
の
充

実
・
強
化
に
向
け
た
要
望
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

激
甚
化
す
る
気
象
災
害
へ
の
対

応
、
埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥

没
事
故
等
を
踏
ま
え
た
イ
ン
フ

ラ
の
老
朽
化
対
策
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

大
規
模
地
震
へ
の
備
え
、
運
輸

・
物
流
の
担
い
手
で
あ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働
や
若
年

層
の
人
手
不
足
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
渋
滞
等
の
道
路
交
通
問

題
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
課
題
に
対
応

す
る
に
は
、
高
規
格
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
早
期
整
備
や
多
車

線
化
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
整
備
、
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消
、
ダ
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
る

的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
の

積
極
的
な
財
政
支
援
と
予
算
措

置
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
物
流
・
人
流
の
生

産
性
を
向
上
し
、
地
域
連
携
を

強
化
す
る
た
め
に
は
、
安
全
か

つ
円
滑
な
輸
送
を
確
保
す
る
た

め
の
重
要
物
流
道
路
の
追
加
指

定
や
機
能
強
化
の
推
進
、
高
規

格
道
路
の
未
整
備
区
間
の
解

消
、
主
要
幹
線
道
路
の
渋
滞
対

策
、
高
速
道
路
料
金
の
事
業
者

向
け
割
引
の
継
続
及
び
拡
充
、

高
速
道
路
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

駐
車
ス
ペ
ー
ス
等
の
整
備
や
拡

張
、
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車

線
化
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど

の
バ
ス
利
用
拠
点
及
び
タ
ク
シ

ー
専
用
乗
り
場
の
整
備
や
改
善

な
ど
、
国
民
の
安
全
・
安
心
な

生
活
を
支
え
る
物
流
業
者
や
交

通
事
業
者
が
抱
え
て
い
る
諸
課

題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、

長
期
的
・
安
定
的
な
国
の
支
援

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
課
題
の
解
決
、
活

力
あ
る
地
域
社
会
や
快
適
な
生

活
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
今

後
も
関
係
各
方
面
へ
全
力
で
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願

い
申
し
上
げ
、
私
か
ら
の
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

信
越
地
域
の
一
体
的
な
発
展
の

た
め
、
道
路
整
備
・
管
理
の
た

め
の
財
源
の
充
実
や
強
化
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
輝

か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

↖


